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1. はじめに 

今回の上町地区での実習では、率先して町の活動に参加してらっしゃる女性の方にお

話しを伺うことができた。しかし、皆さん参加の仕方はそれぞれで、ほかの人が主催し

ているイベント等に欠かさず参加しているという方や、自分が主体となって行事を作り

上げている方、他の地域でもよくある婦人会の会長さんを務められている方など様々な

方がいらっしゃった。色々な方法で上町地区の女性の活動、ひいては上町全体をよい町

にしようと努めてらっしゃる方がたくさんいらっしゃることを聞き取り調査をする中

で知り、どのような方がどのような活動をしていらっしゃるのかに興味を持った。そこ

でこの章では、上町地区で行われている女性の活動に関して記述したい。 

 以下ではまず、上町の婦人会活動と婦人会以外の女性の活動について記述したのち、

若干の考察を加える。 

 

2. 上町地区の婦人会活動 

 

A さん（上町、女性、60 歳代）によると、上町地区で現在婦人会が残っている地区は

天坂、上町、中ノ又の 3 地区である。その中で上町のみ範囲が広いため、上町 A と B

に分けられている。上町婦人会に所属している人数は現在 39 名である。活動には参加

しないが、会費だけ納めている人もいる。会員数の内訳は天坂 17 名、上町 A6 名、上

町 B11 名、中ノ又 5 名である。婦人会の会費は年会費で 1,000 円。追加で会費を全体

から集めることはなく、何か行事があればその参加費として参加者から集めている。年

会費以外の資金源としては、化粧品の「ちふれ」と歯舞の昆布を婦人会で仲介して会員

に買ってもらい、業者から手数料をもらっている。参加している女性の年齢の平均は 50

歳代、一番若い方で 40 歳代、 年長の方で 70 歳代前半である。 

現在、上町地区の婦人会の会長をされている方が、柳田地域全体の婦人会の会長も兼

任している。上町の婦人会会長も、柳田全体の婦人会の会長も任期は 2 年間である。婦

人会は階層的なシステムを持っている。能登町婦人団体協議会という組織が能登町の婦
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人会の中ではトップで、その下に柳田婦人会、上町婦人会と続く。この順で連絡事項が

回ってくるため、ほとんどの婦人会活動は上の組織から言われたことを行うことで、町

独自の活動はあまりない。 

 

表 1：婦人会の活動 

月 内容 詳細 

4 月 空き缶拾い 班ごとに、県道沿いに活動する。 

5 月（また

は 6 月） 
県政バスツアー 

行き先等が行政から知らされる。輪島などいろいろな

地域から集まる。 

6 月 運動会 宇出津、内浦、柳田地域合同の運動会。 

7 月 交差点の花植え 日々の水やりは上町公民館の主事さんが行っている。 

8 月 ござれ祭り 月初めから踊りの練習を始める。 

10 月 能登町の運動会   

1 月 新年会  

*以上の行事の他に、公民館などの行事にも食事を作る係としてよくかりだされる。 

（出所：聞き取りより筆者作成） 

 

近の婦人会の大きな変化は、人数が減ってしまったことだ。高齢化が一番大きな原

因だが、もうひとつの主な理由は、会員になってしまうといつか役員が回ってくるかも

しれないことである。それが嫌で地区の婦人会から 1 人が抜けると、連鎖的に抜ける人

がでてきてしまって、 終的にはそこの地区の婦人会自体がなくなってしまうというケ

ースが多い。役員の仕事は資料作りをしてさらにそれを自分のお金を使って印刷したり

することなのだが、それにはお金も時間も手間もかかる。さらに、会長になると石川県

の研修会などで金沢まで行かなければならず、面倒なことが多く婦人会に入ることが敬

遠されている。 

 しかし、総会の時に自分たちがやってみたいことなどを体験イベントの内容に決定す

ることで、会員のしてみたかったことを催し物としてやってもらえるという楽しみもあ

るとおっしゃっている方もいた。 

 

3．婦人会以外の女性の活動 

 上町地区には婦人会を脱退した地区や、老人会の活動が活発な地区において正式な婦

人会とは別に、女性が活躍している組織がいくつかある。その中で、今回は日和会（合

鹿）、のの花の会（合鹿）、はないちもんめ（中斉）の 3 つの組織を取り上げたい。 

 

3.1 日和会 

 B さん（合鹿、女性、60 歳代）によると、日和会とは合鹿地区のお楽しみ会の名称で
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ある。日和会がこの名称で初めて活動を行ったのは平成 11（1999）年 2 月 20 日であ

る。当時合鹿地区の民生委員をされていた C さん（合鹿、女性、80 歳代）が社会福祉

協議会の講座での高齢化や高齢者の引きこもり対策をしなければならないというお話

を受けて始めたのがきっかけである。その頃は合鹿地区に集会所がなかったため、C さ

んが自宅を開放して行った。地区の中でも若い方（C さんと同世代の方）がボランティ

アとして参加し、参加者の食事を作った。参加者は毎回 300 円の会費を払っており、そ

れらは食事の材料費に充てていた。食事はボランティアの方が作るのではなく、参加者

が持ち寄ったものを皆で食べることもあった。会の内容は参加者皆で食事をしておしゃ

べりをすることがほとんどだった。 

平成 14（2005）年上町地区で大幅な小学校の統廃合が行われた。その結果、合鹿地

区に小学校がなくなってしまい、使われなくなった合鹿小学校は地区の公民館になった。

それと同時に、日和会の会場も公民館で行われるようになった。それまでの 3 年間はず

っと C さん宅で行われていた。 

 C さんはご高齢になられたことを理由に現在リーダーをされている B さんに平成 19

（2007）年度に引き継がれた。B さんは前任の C さんと同様この地区の民生委員をさ

れている。 

 現在、日和会の参加者は 20 名を切るくらいである。B さんが日和会に参加するよう

になった当時に比べて 10 名程が亡くなってしまい、参加者が減った。参加者は皆合鹿

地区の高齢者。日和会の参加に年齢制限等の要件はない。ボランティアの人数は全員で

9 名である。しかし、毎回の会でボランティア全員が揃うことはめったになく、 低 3

～4 名集まりながら運営している。ボランティアの方が毎回の会ですることは初期から

変わらず、参加者に食事を提供することである。基本的にはボランティアの方の手作り

のごはんをふるまうのだが、手伝いに来られるボランティアの数が少ないときは近くの

スーパーでお弁当を買ってきて参加者に出している。お弁当を買うよりもボランティア

の方が作った方が安くつくのだが、それはボランティアの方が野菜などを持ち寄ってく

れるからである。 

開催日は毎月 20 日前後で、地区の行事と日和会を合同で済ませることもある。ただ

し、日和会独自の会を年間 9 回以上開催しないと社会福祉協議会からの助成金が出ない

ので、合同のイベントを日和会の活動に数えることは極力控えている。日和会の資金面

については、年間の補助金の額は能登町から 35,000 円、社会福祉協議会から 10,000 円

の合計 45,000 円である。毎回の参加費が一人あたり 500 円。しかし、4 月の日帰り旅

行の回と 8 月のお出かけの回だけ参加費が異なる。年間で資金が余った場合、日和会で

使う椅子を購入している。公民館で会を行う場合、椅子があった方が楽な体勢で会に参

加できる高齢者が多くいるため、余剰は椅子にあてることにしているのである。現在す

でに参加者分の椅子は足りるようになった。 

次に、特に力を入れている 4 月の日帰り旅行と 8 月のお出かけの会について記述す
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る。まず 4 月の日帰り旅行の会に関してだが、場所は毎年和倉温泉である。温泉に入る

ことと、劇を見ることと、いつもと違うお弁当を食べることが旅行の目的である。この

4 月の日帰り旅行を 1 年に 1 回のお楽しみにしている参加者もいる。8 月のお出かけの

会は毎年場所を変えている。しかし、合鹿からバスで片道 1～1 時間半程度場所でない

とずっとバスに乗っていることが参加者の体の負担になることため、あまり目新しいと

ころには行けないのが現実である。8 月の会は参加費が 2,000 円で、そこに社会保障協

議会からお出かけの会のためにもらえる助成金を上乗せして企画している。お出かけの

会では、事前にボランティアの方が下見をしてルートや行先を決定している。 

この 2 回の遠出をする会に関しての問題点がある。日和会参加者の中には、足腰が悪

かったり、体力的に厳しい方もおり、この旅行にはあまり参加しない傾向にある。その

ような方たちは車いすを使えば参加できるのだが、ボランティアの方に手伝ってもらっ

てまで参加するのは申し訳ないと考え参加しない方も多くいる。そういった公民館での

会しか参加しない方々にも、もっと外での会に参加してもらえるよう工夫していかなけ

ればならないと B さんは考えている。 

その他の日和会の現在の問題点は、他の地区のお楽しみ会に比べて男性の参加が圧倒

的に少ないことである。合鹿地区の男性の間には日和会は女性の参加する会であるとい

うイメージがある。男性が 3 名参加してくれていたことがあったのだが、その方々も 1

人は亡くなられ、1 人は足を悪くしてしまい、ついに 1 人になってしまった。一方、老

人会には男女関係なく参加している。老人会に参加するのと同じような気持ちで日和会

に男性も参加してくれるよう促すことが必要だと C さんは述べていた。また、いっそ

のこと老人会と日和会が合同で会を開いた方が人数が増えにぎやかにもなり、お楽しみ

会の本来の目的である高齢者の認知症予防の効果も高くなるのではないかと B さんは

考えておられた。 

 D さん（合鹿、女性、50 歳代）は日和会会長の B さんと同年代で一緒に日和会のボ

ランティアをされている方である。日和会の参加者の高齢者の方についてお話を伺った

ところ、本当にボランティアのメンバーが手をかけてずっと面倒を見ていないといけな

い参加者は 2～3 名だけだとおっしゃっていた。この 2～3 名の方は足腰等の体の不調

があるわけではなく、少しぼけてしまっているために、大声でずっとしゃべったり、遠

出をした際にほかの人の迷惑になる行動を取ったり、ボランティアの方のお話を聞かな

かったりしてしまうため、ボランティアの方のうち誰かが面倒を見なければならないそ

うだ。 

B さんがお話の中で詳しく述べた 4 月と 8 月の会についてだが、その時の会はボラ

ンティアの方も一緒に楽しんでいると Dさんはおっしゃっていた。一緒に温泉に入り、

体を休め、劇も一緒に見て、日和会の参加者だけでなくボランティアの皆さんにとって

も遠出をする会は楽しみになっている。また、毎回の日和会に関しても同じだが、会費

は参加者からだけでなくボランティアからも同額集めている。 
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D さんは合鹿地区にある婦人会を脱退したのちにできた女性団体「のの花の会」（後

述）の会長さんもされているが、その団体のことと合わせて述べられていたことは、合

鹿地区には女性が活躍する団体として日和会、のの花の会、（そしてこれは男性もおら

れるが）ボランティアグループの 3 つの団体があるが、どの団体でも顔を合わせるメン

バーはだいたい同じで、たまに何の会に今自分は参加しているのだろうと思うこともあ

るそうだ。 

合鹿地区には福正寺というお寺があるのだが、このお寺では年に 4 回お道具磨きとい

う行事がある。これはお寺で使っているお道具を地区の皆さんに来ていただいて磨いて

もらうという行事である。来ていただいた方にはお寺からお食事を出してもてなすのだ

が、このお道具磨きを日和会の活動にしたことがあった。そして、日和会の年間行事に

含め能登町に日和会の予算とお寺のお金を合わせてこの会を行った旨を伝えたところ、

町からこのようなことはするなと言われたそうだ。その理由は、お道具磨きは宗教的行

事であり、そこに日和会の予算をあてることは好ましくないとのことだった。このこと

に対して D さんは、ほとんどがお寺からのお金であり、宗教的雰囲気も薄れみんなの

集う場という認識になってきているにもかかわらず、このような理由で補助金の対象か

ら外され、もう日和会の活動として行うことのないようにと忠告されたことは、やや不

服であったとおっしゃっていた。 

 

3.2 のの花の会 

 B さんによれば、「のの花の会」とは合鹿地区で婦人会がなくなってからできた独自

の婦人会のことである。現在の婦人会の変化でも述べたように公式の婦人会での役員

（特に会長）が回ってくるのが嫌で合鹿地区では徐々に婦人会会員の人数が減ってしま

い、7 年前（2009 年頃）に婦人会がなくなってしまった。それと同時にのの花の会がで

きた。現在の会員数は 10 名程度。公式の会ではないため、会則や会費はない。役職は

リーダーと会計のみ置かれている。活動内容は、婦人会の代わりに設けられた会なので

元来婦人会が行ってきた敬老会の準備の手伝いを主としている。 

 D さんは、「のの花の会」結成当初からこの会の会長さんをされている方である。D

さんが会長をされているのは、合鹿地区が婦人会から脱退した当時、合鹿地区の婦人会

会長をされていたからだそうだ。合鹿地区が婦人会を脱退したのは、先に述べたように、

役員が回ってくるのが嫌だという理由の他に、合鹿地区の婦人会の上の組織である能登

町の婦人会から指示される催しもの等への人の動員が難しくなっていったからという

理由もある。合鹿地区はそんなに人数の多い地区ではないため、指示される動員数を満

たそうとすると、どうしても毎回同じメンバーが参加しないといけなくなってしまって

いた。そうしたなかで、会員の不満も募っていき、役員になることへの嫌悪も相まって

婦人会を抜けることになった。会員は婦人会脱退当時に婦人会に参加していた人だが、

地区のために何かすることになればのの花の会に所属していない若い人も参加してく
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れる。D さんが把握しているのの花の会会員は 15 名程度だが、実質参加してくれてい

るのは 7～8 名程で、多くても 10 名くらいである。年齢は若い人で 40 歳代、一番上で

75 歳くらいだそうだ。のの花の会に参加のための条件等はない。そのため、婦人会の

時にはあった、年齢的に婦人会と老人会の間の人が宙ぶらりんな状況になることもなく、

参加したい人はだれでも参加してよいことになっている。会費がないことは B さんか

らのお話にもあったが、補助金等もない。自分たちで何かしようとするときは、その度

に参加者から参加費を徴収する。それでも足りない分は、婦人会当時のまだ残っている

お金を少しずつ使うこともあるそうだ。 

ここで、「のの花の会」という会の名前の由来と、会のモットーを述べる。まず、会

の名前の由来だが、これは会長の D さんが考えた。会員の皆さんは野の花からとった

と思われているそうだが、D さん曰く、野の花がかわいらしい花だからという理由だけ

ではなく、本当はもうひとつの意味があり、それは子供言葉で仏様のことをのんの様（の

の様）というところから、野の花とかけてこの名前を付けたとおっしゃっていた。また、

ある歌の歌詞の中でのんの様が野の花に宿るという一節がある曲もあるそうで、そのよ

うな理由から会の名前を「のの花の会」にした。次に、この会のモットーについてだが、

それは会員みんなで「楽しく遊びましょう」である。堅苦しい縛りはなしに、みんなで

楽しんだ結果が地区の役に立てればいいなという思いでのの花の会は動いている。 

 会長の仕事は他のメンバーへの連絡が主で、会長だからという理由で代表して一人で

何かをするということはないそうだ。 

 主な活動は、B さんもおっしゃったように一年に一回行われる敬老会のお世話をする

ことである。食事を作ったり、出し物を披露したりする。また、4 月には年度総会も開

く。開催場所は合鹿の公民館か福正寺である。のの花の会の活動で正式な婦人会活動と

違うところは、敬老会のお手伝いの他に自分たちが楽しむための会を開いたりもするこ

とだ。この例としては、これまでに「おひなさま会」というものを 3 月に開いたことが

あるそうだ。 

 これまでにやってきたのの花の会の活動の中で、会員の皆さんの中でも手ごたえを感

じ、他の人からも好評だったのが、6～7 年前（2009～10 年頃）に行われた昔の米作り

の様子を劇にしたものだ。これは、もともと敬老会の出し物として考えて作られた劇だ

ったが、そこで大変好評だったため、旧柳田村の文化祭でも披露することになった。人

の前で披露したのはその 2 回だが、地域のケーブルテレビにも文化祭の時撮影され今で

もビデオで残っているそうだ。内容は昔の米づくりという大枠の中で、昔の農具を実際

に使いながらダンスをしたり、昔の暮らしを再現した場面も作り、米作りだけでなく、

見てくれる敬老会の人たちが懐かしめる内容にしたことが好評を得た理由ではないか

と D さんはおっしゃっていた。ここで使われた昔の農具は合鹿地区の人で持っている

人から貸りたものだ。今ではあまり見られず、使われなくなった農具だが持っている人

は結構いる。また、この劇中で着た衣装はのの花の会みんなで手作りした。昔の内容の
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劇であるため、服装は着物を着たが、その着物をみんなで集まって作った。この衣装は

現在も合鹿の公民館に保管されている。さらに、シナリオについても、何か既存の劇を

模したわけではなく、1 から会員全員で考えて作った。劇を行ったメンバーはおよそ 10

名で、金沢へ行ってしまった 1 名を除いて、今でもほとんどの方が会に残られている。 

 また、上記以外にのの花の会が力をいれていることがある。それは、まだらという伝

統的な踊りの継承である。これは、特に七尾まだらという名前で有名である。のの花の

会では、先に述べた劇の他に踊りもみんなでやっているのだが、この踊りを教えてくだ

さる先生を柳田から呼んでいる。この先生のつてで、七尾まだら踊りを残していこうと

活動している方とのの花の会につながりが生まれ、これをきっかけにのの花の会でもま

だらをみんなで覚えてつなげていく活動が行われるようになった。柳田から来てくださ

っている先生は、柳田地域や今回の調査地域の中でも有名な先生で、のの花の会以外に

も踊りを教えている団体があり、先生が持つほかの団体ともこの先生のおかげで交流が

生まれたそうだ。 

 後に、D さんが考えるのの花の会の問題点と、婦人会からのの花の会に切り替えて

よかったと思う点について述べる。まず、問題点に関してだが、どこの地区も団体も同

じだが高齢化が問題だとおっしゃっていた。のの花の会ができた 7 年前（2009 年頃）

とは違い、やはり皆さんに健康面や体力面での衰えが見えるようになってきてしまった。

そのため、みんなで楽しもうといって行っている踊りでも少ししんどくなりあまり動け

なくなってしまっている。せっかくみんなで楽しむことをモットーにしているにもかか

わらず、動けなくなってきてしまっては仕方ないとおっしゃっていた。また、上町地区

で敬老会を合併しようという声が上がっていることも問題である。合鹿地区のみの敬老

会のお手伝いであったから婦人会から脱退しても、のの花の会として活動してこられた

が、他の地区との合同ということになれば、正式な婦人会の方もいる中でのの花の会は

どうしていけばよいかを悩まれていた。一方で、婦人会からのの花の会に切り替えてよ

かった点は、まずは第一に婦人会の時のような制約がないことである。そのため気の合

う仲間たちと気楽にすることができ、無理なく活動ができることが切り替えてよかった

ことだとおっしゃっていた。 

    

3.3 はないちもんめ 

 E さん（神和住、女性、60 歳代）によれば、「はないちもんめ」ができた経緯は、以

前ボランティア推進委員を務めていた E さんが上町地区にある道の駅「桜峠」前の道

にセルビアを植える活動を提案したことから始まった。これは平成 3（1991）年のこと

で、当初のメンバーは 5～6 人だったそうだ。しかし、当時 D さんの旦那さんが公民館

の主事をされていたこともあり、旦那さんの声かけで地区内の家の 2 軒に 1 軒くらい

の女性が集まり、活動に参加した。はないちもんめの活動は順調に進んでいたのだが、

セルビアが県に引き取られて、県の予算をつけて業者に頼まれるようになってから活動
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はあまりなくなってしまった。現在人数は 30 名程度で、婦人会よりも参加者が多い。

会費等は集めていない。参加者の住んでいる地域は元斉和小学校校下で、年齢はだいた

い 30～50 歳代である。現在はかぶらずしづくりやかかしづくりの活動をしている。 

 

4．考察 

 まず、婦人会活動と、個別の女性の活動の違いについて考えてみると、大きな違いは

参加者の積極性だろう。前者は、どうしても義務感が強く上からの指示のもと動かなけ

ればならず、参加したくないけれど他にする人がいないから仕方なくしているという気

持ちの方が多かったような気がした。一方で、後者は地域のために活動したいと思って

いる方々が、婦人会をなくしてもなお集っている団体であるから、参加率が悪かったり

誰も意見を出さないということはなく、向上心を持って参加している方が多い印象を受

けた。意識の違いというのは、同じことをするにあたっても活動の質を大きく変えるも

のであるだろう。婦人会という公式の集まりが地域から少しずつ消えてくのは残念なこ

とではある。さらに、いやいやながらも婦人会に参加していた人がいるとすれば、婦人

会がなくなってしまうのは、そのような人との交流がなくなってしまうことにもなる。

しかし、それでもその後やる気のある人たちが集まって同じような活動をする団体がで

きることは地域にとっては、婦人会を存続させておくよりもよいことなのではないだろ

うか。上からの指示通りに動くのではなく、ひとつひとつの地域に合わせた活動をして

いけるメリットはとても大きいに違いない。 

 また、どこの地域にも当てはまることだと思うが、活発に活動をされている方は限ら

れており、本当に一丸となって行われていることは少ないということだ。特に、詳しく

調査させていただいた合鹿地区においては、地区にいる人も少ない上に、高齢化が進ん

でしまっており、若い人もめったには入ってこず、どうしても現在いるなんとか動ける

世代の方が力を合わせるしかなくなってしまっている。今後、そのような世代の方々が

動けなくなってしまって、面倒を見てもらう側になった時、若い人がこれまでに述べて

きたような活動に参加していない限り続けていくことは難しいと思う。また、現在積極

的に参加している方の世代というのは、上町地区において、まだ小学校が分裂する前の

親世代であるのではないかという声もあった。校区が上町地区全体に広がってしまった

今となっては、なかなかこんなに広い範囲のみんなで協力し合うということは困難なこ

とになってしまったのではないだろうか。自分のよく知っている人たちに対しての支援

や協力にはやる気は起こりやすいが、反対に顔もよく知らない人に対する手助けという

のはやりがいもあまり感じられず、腰が重くなってしまうのも仕方のないことだろう。

以上のことから、これからも地域のつながりを絶やさないためには、なるべく狭い範囲

でまとまりを作り、必要な時に助け合える団体同士のネットワークを作ることなのでは

ないかと考える。どこの地区に行っても、他の地区のことを尋ねた時、具体的な名前を

挙げることができたり活動を知っているのはごく一部の顔の広い方だけで、同じような
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活動をしている団体がせっかく他の地区にあるにもかかわらず、その団体同士のつなが

りというのは大変薄い。今後は、似たようなことを目標に掲げている団体のつながりを

より強くし、上町地区全体の女性の活躍が認められ、より一層町を活気づける動きにな

るといいと思う。 

 

5．おわりに 

 今回は婦人会以外の活動としては 3 団体についてしか調査することができなかった。

しかし、この 3 つの団体のどれもが、地域をよくしたいという思いからできたものであ

り、地域の女性たちの地元への思いが感じられるものであった。実習期間の短い間では

この 3 団体しか私は取り上げることはできなかったが、おそらくまだ女性が主体となっ

て動いている団体はあると思われる。どの団体も、息を長く活動を続け結びつきの強い

あたたかな地域をこれからも作っていってほしいと思う。 

 後になりますが、この報告書を完成させるためにご協力いただいたすべての方に感

謝を申し上げます。急な訪問や失礼な質問もたくさんあったにもかかわらず、丁寧に対

応してくださった皆さんのおかげで、 後まで実習をやり抜くことができました。これ

からも更なる上町地区の繁栄をお祈りしております。 

  


